【会則の作例】
○○○町内会会則
　（名称）
第１条　本会は、○○○町内会（以下「町内会」という。）と称する。
　　＊名称の例としては、○○○町内会・□□□自治会などが考えられます。名称については地域のみなさんの総意で決定してください。
　　　町名や字名・建物の名称や丁目などを含んだ名称にするのが一般的でわかりやすいと考えられます。
　（目的）
第２条　町内会は、会員相互の交流と親睦を図り、明るく住みよい良好な生活環境の向上に寄与することを目的とする。
　　＊地域の住民が、自分たちの生活に関わる共通の問題に取り組み、より良い地域生活を送るための目的です。簡潔にわかりやすく示しましょう。
（会員）
第３条　町内会は、○○○地区に居住する住民をもって組織する。
　　＊区域は道路や字界など、可能な限り客観的にわかりやすい地域を設定しましょう。また、住民とは性別や年齢に関わらず全員が会員になれるよう配慮を行いましょう。
　（事業）
第４条　町内会は、第２条の目的を達成するために次の事業を行う。
　（１）会員相互の交流と親睦に関すること
　（２）地域の防災､防犯に関すること
　（３）地域の生活環境の向上に関すること
　（４）行政機関との連絡調整に関すること
　（５）同一目的を有する他団体との協力に関すること
（６）その他、目的達成のために必要な事業に関すること
＊町内会等の活動は、地域の歴史や特色を生かしつつ、自主的に活動できる内容としましょう。詳細な事業は、別途総会等で会員に毎年示して理解を得る必要があります。
　（事務所）
第５条　町内会の事務所は、会長宅に置く。
＊新たに事務所を設ける必要はありませんが、役員との連絡調整や会員からの相談等があることが想定されますので、形式上は会長宅などに置くことが望ましいでしょう。
　（役員）
第６条　町内会に次の役員を置く。
　（１）会長　１名
　（２）副会長　○名


　（３）会計　○名　
　（４）監事　○名
２　別に定める区分ごとに班を設け、各班に班長を置く。
　　＊役員の名称は、会の名称によって適宜定めてください。役職や人数は団体の規模に応じて調整を行い、専門部の設置や役員の兼任などで役員の負担を軽減していくことも必要です。
　（役員の職務）
第７条　役員は次の職務を行う。
（１）会長は、会を代表し、会の業務を総括する。
　（２）副会長は、会長を補佐し、会長不在の時はその職務を代行する。
　（３）会計は、会の会計業務を担当する。
　（４）監事は、会の執行業務及び会計業務について監査する。
　（５）班長は、班を代表し、班の業務を処理する。
　　＊役員が分担する会務は、団体の規模に応じて決定することが必要です。安全性と透明性を確保するために、会長・副会長とは別に会計担当を設けるのが一般的です。会計担当は資金管理を明確にするために帳簿等の整理に努めましょう。
（役員の選出）
第８条　会長、副会長、会計及び監事は、総会の決議により選出する。
２　班長は各班より選出し、総会の承認を得るものとする。
　　＊役員は会員全員より選出し、総会により会員の承認を得たうえで就任するのが望ましいでしょう。
　（役員の任期）
第９条　役員の任期は、○年とし、再任を妨げない。但し、補欠役員の任期は前任者の残任期間とする。
　　＊役員の任期は、後継者や団体運営の継続性を考慮し会員の了解を得てきめましょう。
　　＊組織の継続性から考えると、役員任期は２年とするのが理想的でしょう。　
　（総会）
第１０条　総会は、定期総会、臨時総会とし、会長が招集する。
２　定期総会は、年１回開催するものとし、臨時総会は必要に応じて開催するものとする。
３　総会の議決は、町内会の運営の重要な事項に関するものとし、出席会員の過半数をもって決する。但し、可否同数のときは議長の決するところによる。
　　＊予算及び事業計画・決算及び事業報告・人事・会則の改正等は総会に諮り、会員の承認を得てください。
　（役員会）
第１１条　役員会は、会長が必要に応じて招集し、町内会の必要な事項について協議決定する。
（会計年度）
第１２条　会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。
　（経費）
第１３条　経費は、会費、補助金、寄付金その他雑収入による。
　（会費）
第１４条　会費は、月額○○○円とし、年○回に分けて徴収する。
　（決算報告）
第１５条　会計は、総会において収支決算について報告しなければならない。
　（委任）
第１６条　この会則に定めのない事項については、役員会において別に定める。
附　則
　この会則は、平成○○年○○月○○日より施行する。
